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構神傑健福祉援助案習盤支援のあり方についでの研究  

益 清 孝 一＊  

要  旨   

本稿は精神保健福祉援助実習生の支援のあり方について論述した。実習生は配属実  

習中に様々な課題や悩みを抱える。まず、実習生の課題について、精神保健福祉援助  

実習、国家試験、就職活動、卒業研究論文などがあることを指摘した。次に、精神保  

健福祉援助実習の現状と課題について明らかにした。第3に、実習生の実習中の悩み  

について整理した。最後に、この実習生の悩みや課題に対応する方策として、実習生  

支援のセーフティネットの構築について述べた。第1に、実習生のエンパワーメント  

を活用する方策について述べた。この方策としては、携帯電話やメールなどを使った  

相談方法の多様化について述べた。他には、実習前にボランティア体験をすることで、  

実習ショックの軽減を図るとともに、利用者との関わりの調整について述べた。第2  

に、実習生支援のシステム化という観点で、実習報告会、実習連絡協議会などをシス  

テム化することで、実習担当者の連携を深め、実習生の支援となることを指摘した。  

キ由り由ド：精神保健福祉援助実習，エンパワメント，実習生支援  

本稿は、精神保健福祉援助実習における実  

習生支援のあり方について、著者の過去4年  

間の精神保健福祉担当の経験と、本学での3  

年間の精神保健福祉援助実習を踏まえなが  

ら、精神保健福祉士実習生の支援について知  

見を論述した。特に、実習生への実践的教育  

の在り方という意味で臨床教育の観点から知  

見を論述した。ここで言う臨床教育とは、講  

義による理念など知識伝達による教育ではな  

く、個々の実習生の自己実現を、個別に支援  

するだけでなく、集団力働を活用した支援に  

ついておこなう実践的教育のことを意味す  

る。  

1．はじめに   

精神保健福祉援助実習は、1998年4月に施  

行された精神保健福祉士法の「精神保健福祉  

士」の受験資格取得のために指定された科目  

である。精神保健福祉授助実習では，精神障  

害者に対する差別や偏見の長い歴史と当事者  

としての個人的な迫害体験、さらには、当事  

者のもつ現実の認知問題など特殊性を理解す  

ること、さらに精神障害者そのものに対する  

正しい理解が必要である。本稿では、精神保  

健福祉士法に基づく実習機関・施設について  

精神保健福祉施設と称する。   

精神保健福祉士はジュネリック・ソーシャ  

ルワークを基盤として精神保健福祉の領域に  

おけるスペシフィックソーシャルワーカーと  

しての活動が求められることからも、精神保  

健福祉援助実習の特殊性と専門の教育とし  

て、学内外で連携のある充実した実習システ  

ムの構築が求められる。  

2．実習生の4つどもえ状況   

精神保健福祉援助実習生は、第1に社会福  

祉援助技術現場実習Ⅱと精神保健福祉援助実  

習の実習、第2に卒業研究論文、第3に就職  

活動、第4に国家試験対策という4つどもの  
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環境となる実習生が多い。次に4つどもえ状  

況について概観する。   

まず、社会福祉援助技術現場実習Ⅱと精神  

保健福祉援助実習について見てみると、実習  

時間は通算で270時間（6週間）であり、1．5  

ケ月となる。両実習を1学期に行く場合は、  

1学期が約3．5ケ月であることから、実際上  

は講義の約半分は受講できないことになる。  

第2学期には、11月と2月に実習報告会があ  

るので、実習生ほ報告書作成とその準備を行  

うなどの負担がある。   

第2に卒業研究論文がある。卒業研究論文  

では、例えば「知的障害者」あるいは「児童  

福祉」、「高齢者福祉」など他の専門領域をテ  

ーマに書くことを希望する場合がある。この  

場合に、卒業研究論文の文献収集や整理など  

と、精神保健福祉援助実習の事前学習を並行  

に行えるかという問題がある。   

実際に、精神保健福祉領域でこのことに該  

当する実習生に対しては、実習施設からは学  

生の実習事前準備の不足だけでなく、実習へ  

の取り組みの弱さや熱意の欠如が多々指摘さ  

れる。   

このような背景には、学生にとって資格取  

得の志向が強くあり、取れる資格は取得した  

い、あるいほ保護者の意向からとれる資格は  

取得したいということもある。さらには、自  

分の興味や関心が絞れずに、精神保健福祉の  

資格取得についても履修条件を満たしている  

から何となく履修する学生もあとをたたない  

現状がある。そこで、年度初めに、専門性を  

深めるという意識を十分に高める為に、精神  

保健福祉援助実習の履修にあたって、履修前  

に面接を行うことで、実習生の意識の喚起を  

はかった。さらに、実習生の実習動機などか  

ら、実習の履修を制限することで、実習生相  

互の団結力も極めて高くなっていることが観  

察される。   

また、筆者は卒業研究論文のゼミ生には、  

精神保健福祉援助に関するテーマにするよう  

に指導しているが、実習施設の指導者からは  

高い評価を受けるとともに、その施設や関連  

施設での就職の内定となる実習生が多い。   

第3に就職活動である。前述したように、  

第1学期の大半が実習となる場合、あるいは  

第2学期に精神保健福祉援助実習に行く場合  

も、その事前学習などもあり就職活動に専念  

できないということがある。実習を終えない  

と、自分が精神保健福祉士か、あるいは社会  

福祉士として向いているかを決めがたいこと  

がある。つまり、社会福祉施設、一般企業な  

どにしても、精神保健福祉援助実習での自分  

の適応性を見てから決めたいと考えるようで  

ある。一方で、精神保健福祉援助実習に行か  

ない友人たちが就職の内定をもらうと焦りな  

どが生じて空回りする実習生も出てくる。   

第4に社会福祉士と精神保健福祉士の両資  

格についての国家試験対策がある。精神保健  

福祉施設では、精神保健福祉士の資格取得が  

前提となる場合が多く、そのことで試験に合  

格しなければという精神的な圧力を感じる  

が、両国家資格の試験対策ということで、そ  

の学習量の負担も高くなる。   

以上の実習生の4つどもえ状況について、  

心理あるいは身体的な負担について概観し  

た。こうした長期間の精神的なストレスのな  

かで、実習中の心理的トラウマ、家族関係の  

問題、友人関係の問題などが誘因となり、精  

神的な混乱を引き起こす実習生がいる。特に  

秋頃あたりからの卒業研究論文の仕上げ時期  

となったにも関わらずに論文作成に取り組め  

ない実習生の対応を迫られることがある。   

このような状況を踏まえて、新学期当初の  

オリエンテーションの時期に、上の4つども  

え環境について情報を与え、冬美習生が自分  

の年間計画を立てるように指導することは必  
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要不可欠である。さらに、実習生の4つども  

え状況については、実習担当教員と精神保健  

福祉関係数貞が中心になり、卒業研究担当教  

員、社会福祉援助技術演習Ⅱの教員との問に  

相互に連絡をとり、精神保健福祉援助実習生  

の支援ができる体制作りをすることが必要で  

ある。  

3年次の社会福祉援助技術現場実習Ⅰの法定  

実習を踏まえて、4年次の1学期に社会福祉  

援技術現場実習Ⅲが、応用実習の位置づけで  

行われている。その実習後に、精神保健福祉  

援助実習はお盆休みなどで実習指導者の少な  

くなる8月をおおむね除いて、5月連休明け  

から、12月初旬までの間に精神保健福祉施設  

で行うことになっている。   

社会福祉授助技術現場実習は、2週間（90  

時間）単位で3年次に2回、4年次に1回と  

いう実習を行う。なお、社会福祉援助技術現  

場実習Ⅰ】1とⅠ－2が、社会福祉士の国家  

試験受験資格のための法定実習である。   

精神保健福祉援助実習は、社会福祉授助技  

術現場実習Ⅰの法定実習（180時間）と社会  

福祉援助技術現場実習Ⅱの応用実習（90時間）  

を修了していることを前提として配属実習を  

実施している。いわゆる、ジュネリック・ソ  

ーシャルワークの実習から、スペシフィッ  

ク・ソーシャルワークの実習という関連性を  

持たせている。   

こうした形態によって、社会福祉援助技術  

現場実習での実習体験が生かせることで、配  

属実習による実習施設の共通点と相違点を体  

験的に学習することで、よりその質の高い実  

習となると思われる。以上からも、社会福祉  

援助技術現場実習を踏まえた精神保健福祉援  

助実習となっている。しかし、実習施設や精  

神保健福祉の利用者との間で、心理的な混乱  

をとなる実習生も散見される。  

3。精神保健福祉援助実習の現状と課題   

精神保健福祉士の国家資格以前に行われて  

いた精神保健福祉施設における実習は、各施  

設の実情と実習指導者の力量に負うところが  

大きかったといわれる。しかし、平成15年度  

に精神保健福祉士は6回目の国家試験となる  

ことからも、精神保健福祉士の精神保健福祉  

援助実習は、その創生期から充実期の端につ  

いたばかりと言えよう。   

本学の精神保健福祉援助実習は15年度で3  

期生となる。過去の2回は、精神保健福祉士  

の国家試験では約5割の合格率であり、社会  

福祉士のダブル合格は約9割ということから  

も学生の学習意欲と専門職志向の意識が高い  

と言えまう。よって、精神保健福祉士の専門  

職養成という観点から実習生に対する実習シ  

ステムの充実は必要不可欠である。   

3．1社会福祉援助技術現場実習を踏まえた  

精神保健福祉援助実習   

社会福祉援助技術現場実習と精神保健福祉  

援助実習についてほ、次の表1の通りである。  

泰1社会福祉援助技術現場実習と精神保健福祉授助実習  

学年  時期   実 習 名   実習時間  備 考   

3年  1学期  社会福祉援助技術現場実習ト1   
90時間   法定実習   

2週間  

3年  2学期  社会福祉援助技術現場実習ト2   
90時間 2週間  法定実習   

4年  1学期  社会福祉援助技術現場実習Ⅲ   
90時間  

2週間  

4年  通年  精神保健福祉援助実習   180時間   法定実習   

4週間  
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3．2精神保健福祉援助実習の実施形態   

精神保健福祉援助実習は社会福祉援助技術  

現場実習が90時間という2週間単位で行われ  

ていることを考慮して、次のような実施形態  

としている。   

実習の実施形態は原則として、180時間  

（4週間）の集中型か、あるいは90時間（2  

週間）の分散型とした。   

4週間の集中型とは同一施設に集中して4  

週間の実習を行うことである。90時間（2週  

間）の分散型とは、同一施設に、間隔をおい  

て2週間ずつ2回実習に行く場合と、異なる  

施設に2週間ずつ行くことである。ほとんど  

が後者の異なる施設に2週間ずつ行く場合が  

多い。   

実習が180時間（4週間）の集中型か、あ  

るいは90時間（2週間）の分散型によって、  

前者は実習生の心理的身体的負担が高く、実  

習指導者や利用者との関係も関係が濃くな  

る。この関係が良好に維持される場合は良い  

が、相性が合わない場合など関係が思わしく  

なくなった場合は、実習生は実習を維持する  

ことが困難となる。しかし、180時間の集中  

型の場合は、担当する利用者との信頼関係が  

できるだけでなく、利用者との関係が深まり、  

実習施設に就労することに対してほのかな自  

信をもつ場合もある。   

利用者の事例研究を行うことを課題にして  

いるが、180時間の集中型でないと、時間的  

に雉しいようである   

実習Ⅱ、社会福祉援助技術演習Ⅲの3科目で  

ある。精神保健福祉科目は、精神保健論、精  

神保健福祉援助技術各論、精神保健福祉援助  

演習、精神保健福祉援助実習の4科目である。  

他の科目の履修がある場合に、精神保健福祉  

援助実習の実習を認めがたいのは、次の理由  

によるところが大きい。社会福祉援助技術現  

場実習2と精神保健福祉援助実習が、いずれ  

の実習も開講期間の実習であることを原則と  

していることから、実習期間が通算で6週間  

となる。これは講義を通年でも6コマ分を実  

習によって欠席することになることによる。  

さらに、実習事前訪問や就職活動などで講義  

を休むことがあることを考慮すると、履修が  

成り立たないからである。実習による欠席は  

本学では公欠扱いとなっているが、科目履修  

という観点では課題が残ることは言うまでも  

ないところである。   

さらに、必修である卒業研究論文の12月中  

旬までの作成、社会福祉士と精神保健福祉士  

の両資格についての国家試験対策がある。  

4．実習中に抱える実習生の悩みとその問題   

解決   

実習生が実習中に抱える悩みについて、次  

の3つに分けて見てみる。   

4．1実習生自身の悩み   

まずは、実習生自身についての悩みがある。   

実習生は配属実習に対して漠然とした不安  

を持つ場合が多い。例えば、実習初期には精  

神保健福祉士の役割を自分がうまくできる  

か、あるいは適性があるだろうかという悩み  

がある。さらには、初めて会う人と人間関係  

をうまく作れるかだろうか、あるいはうまく  

記録を書けているかなどの悩みがある。実習  

生が異年齢の利用者などとの人間関係に不安  

を持つ場合があるが、これは我が国の教育が  

3．3精神保健福祉授助実習と実習生の環境   

4年次に行われる精神保健福祉援助実習に  

ついて実習生の環境、特に大学での学習環境  

の面から検討を行う。   

精神保健福祉士の実習を希望する学生は、  

4年次の履修として次の科目がある。必修科  

目は、卒業研究論文、社会福祉援助技術現場  
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同年齢の一斉教育であり、地域社会での異年  

齢の世代交流が少ないことなどがあると思わ  

れる。   

実習の初期は、初めての環境であることと、  

初対面の人との対人的な緊張感、さらにはう  

まく実習がやれるだろうかという不安が入り  

交じり、その精神的疲労は大変なもので、帰  

宅後はくたくたとなるであろう。こうした精  

神的に疲労した状況で、実習が無事に終わる  

かなど思い描いて、精神的な浮き沈みを体験  

する実習生も多いであろう 。これまでに、社  

会福祉援助技術現場実習など実習体験がある  

にもかかわらず、精神保健福祉援助実習の特  

異性の為に、よく眠れない実習生も多い。こ  

の時異性は、自分が利用者とどう関わればよ  

いか、あるいは、利用者との心理的な距離を  

どうすればいいかなど、利用者との関係の持  

ち方によるものが少なくない。実習前のボラ  

ンティアに行った実習生は、利用者との距離  

の取り方を調整できるようになる。   

実習中期以降になると、実習生は配属実習  

先の月分が「本来の自分が出せない」、「普段  

の自分らしく振る舞えない」などの不全感に  

よって苦しんでいる実習生もいる。いわゆる  

猫をかぶった状態から、自分の地が出せない  

状態である。この種の自分の悩みなどとその  

ほかの悩みが複合的に絡むと、精神的緊張、  

あるいは実習記録の負担からから睡眠不足と  

なる。特に実習記録は、一日の自分の実習を  

ふりかえるという自分と対面することになる  

為に書けないという状況に追い込まれること  

が少なくない。さらには、実習期間の長さが  

拍車をかけて、精神的疲労と肉体的疲労も重  

なることで、下痢、嘔吐などの心身症状を伴  

った問題となる。   

実習生のなかにほ、精神障害を抱える利用  

者と関わることで、自分自身の精神的問題、  

家族や親族などの問題が、意識化されて悩み  

始める実習生がいる。あるいは自分と同じよ  

うな境遇の利用者やその家族の人間関係に巻  

き込まれる実習生も見られる。   

また、スタッフ会議や事例検討会に参加で  

きた実習生は、自分の知らない患者の話題、  

わからない専門用語で話が展開すると、疎外  

感を感じるだけでなく、ぼつんとしている自  

分に対して実習意欲がないと思われるのでは  

ないかと不安を感じる。   

4．2 実習指導者や実習教員との間で抱え  

る悩み   

まず実習指導者との間に抱える悩みについ  

てみてゆく。   

実習中の悩みとしては、指導者とうまくや  

れるかということは実習生にとっては最大の  

課題である。このような悩みに予防的な対処  

としては、配属実習前に、実習生が実習指導  

者と顔見知りになり、実習指導者の氏名と顔  

がわかる機会があると、配属実習への不安と  

配属実習中の悩みが少なくなる。   

また、配属実習先のスタッフ同士の人間関  

係が実習生に大きく影響を及ぼして、特に担  

当の実習指導者が、複数だと、どちらの指示  

や価値観で行動すればいいか混乱する場合が  

ある。   

実習指導者の指導に対して、実習生の反応  

が乏しい、あるいは何を考えているかわから  

ないなどから、実習指導者が困惑すると、さ  

らに実習生も実習指導者とどう対応していい  

かわからなくなり、一人で悩みを抱えて、関  

係の悪循環が生じることが散見される。   

実習生のなかには心因反応として、病院の  

医療相談室に入室すると涙が止まらない、あ  

るいは実習指導者から指導を受けるときにな  

ると涙が止まらなくなるものもいる。あるい  

は、実習指導者は相性が合わない、あるいは  

自己表出がうまくできないなどから、実習巡  
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回教貞と面談する場面になると、涙が止まら  

ない実習生もいる。   

実習指導者が熱心な指導が、実習生にとっ  

て、過去に経験したことのない厳しい指導と  

感じ、実習生がどう対応していいかわからず  

に萎縮して何も言えなくなることもある。   

なかには、実習施設での就職採用試験とし  

て、厳しく指導される場合もある。実習指導  

教員から採用試験だと思ってやってみてはと  

伝えることが、実習生のやる気を出すことに  

なり、無事採用となることがある。実習生と  

実習指導者とのトラブルは、危機であると当  

時に実習生にとって最高のチャンスになるこ  

とも事実であることを忘れたくない。実際に、  

就職を考えた場合には、実習施設で採用され  

る場合が多いので、実習生には就職活動とい  

う側面もあることを伝え、過去の卒業生の採  

用状況を伝えて指導すると、求人がでた場合  

には採用になるものが多い。   

実習指導者にとっての実習生を受け入れる  

意義は、後継者を育成するためであり、実習  

指導者の多くは、多忙な日常業務のかたわら  

実習生を受けいれている。実習指導者は実習  

生の新鮮な視点からの何気ない質問や疑問か  

ら新たな意義を見いだし、施設をより良くし  

たいという理由から実習生を積極的に受け入  

れる指導者も存在する。   

また、実習指導者の中には、現場の厳しさ  

を伝えるために叱咤激励の指導が行われるこ  

ともある。この厳しく辛いと思える指導に、  

単に資格が欲しいからという自分本位の動機  

の実習生は、くじけてしまうであろう。   

次に、実習教員との間で抱える悩みについ  

て見てゆく。   

実習生にとっては、実習教員との関係で、  

自分が評価されるといことを極度に意識し、  

萎縮につながる場合がある。  

さらに、実習生は自分が悩みを持つことが実  

習生として不適格であるとか、精神保健福祉  

士として適性がないという評価を受けるので  

はないかと思いこんで、自分の抱えた悩みを  

一人で背負ってしまう場合がある。   

教員と実習生の関係も時代とともに横の関  

係になりつつあるが、教員が実習生に対して  

支援する配慮がないと、自分たちよりも権力  

があり、それに従うのが実習生であるという  

旧来の縦の関係となるであろう。旧来の縦の  

関係は、実習生を萎縮させかねない。実習生  

の立場に共感でき、気楽に悩みを相談できる  

教員がいるかどうかが、実習生の実習の成否  

を決定する場合もある。   

このような悩みに対処するためにも、実習  

教員は複数で行い、さらには、実習生が悩み  

を相談できやすい教員としては卒業研究論文  

や社会福祉援助技術演習、および精神保健福  

祉援助演習の担当教員があり、実習教員との  

交流を生かした実習生の支接が必要である。  

そのためには、精神保健福祉授助実習につい  

て、学科内の教員の理解を進めることが大事  

である。   

4．3利用者との間で抱える悩み   

実習生が利用者との間で抱える悩みでは、  

実習生が利用者との問での適切な心理的距離  

が取れずに悩む場合が多い。例えば、利用者  

から、携帯電話番号、メールアドレス、さら  

には住所などを聞かれたときに、「実習生だ  

から答えていけない」と言われていると返事  

して、「それは私が精神障害者だからですか」  

と言われて、「そういうわけでなくて、勉強  

できていて、自分のことが精一杯だからです」  

と答えても何か判然としないで悩む場合があ  

る。また、利用者に対して、差別感や偏見を  

持っている自分に気づくことで、落ち込む実  

習生もいる。あるいは、実習指導者から、利  

用者と話してといわれても、話せないことが  
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問題解決や対処を相談できる相談方法が多様  

化することは重要である。つまり、相談方法  

として、携帯電話やメールを活用する。   

実習生が悩みを持ったときにいつでも相談  

ができる体制作りが必要であり、特に、実習  

生が、相談しやすいように、最新の科学技術  

による様々なメディアを活用することが実習  

を支援に有効である。実習生が相談したいと  

きに、携帯電話やメールを使って相談できる  

ことは、一人で悩んで自滅するのを防止する  

効果がある。   

筆者の実習生に対する相談の経験からも、  

電話では相談しにくいことがらや相談しにく  

い時間帯でも、メールで相談に応じるように  

しておくことで、早期に解決した事例が多々  

ある。また、携帯電話による相談を利用する  

ことにより、遠距離地の実習巡回前に起こっ  

たことに相談を受けて、実習生が心理的に立  

ち直るなどの事例は少なくない。こうした相  

談内容が実習生全員に関係することであれ  

ば、講義で情報提供することで、問題に即応  

的に対処することが可能である。特に配属実  

習先が大学から遠距離の場合には、実習担当  

者にいつでも相談できるということで実習生  

は心理的に安心感をもつことができる。悩み  

が問題化する前に、早期に対応することと実  

習生が実習中に困ったときに、相談の受け皿  

があることは安心して実習に赴くことにな  

る。この相談方法の多様化は、実習生自身が  

自分を救済するために、自分自身から発信で  

きることで、自分を救済できるという点が大  

きい。常に、自分が自分の味方になれるので  

ある。   

わかり、自分のコミュニケーション能力がな  

いことを痛感する実習生もいる。   

また、実習生の施設への行き帰りに、利用  

者に待ち合わせされることが、自分のプライ  

ベートな領域に入り込まれたという恐怖心を  

持つことになり、心理的に身動きできなくな  

り実習自体が難しくなることもある。  

5．実習生支援のセーフティネットの構築   

前述したように、実習生は様々な状況と向  

き合いながら実習を行わなくてはならない。  

その状況を理解し、配属実習中の実習生の悩  

みに誰がどのように対応するかという点につ  

いては、実習担当教員、実習巡回指導教員、  

実習施設現場の実習指導員による実習担当者  

がチームワークによって実習生を支援する必  

要があることは言うまでもない。特に、実習  

担当教員の連携による実習生の支援は必要不  

可欠で、実習生が実習担当者に相談できるよ  

うにすることが必要である。   

次に、実習生支援のセーフティネットの構  

築について、エンパワーメントの活用による  

実習生支援、実習生支援のシステム化の2つ  

の観点から論述する。   

5．1エンパワーメントの活用による実習  

生支援   

まず、実習生が自分のもっている力を高め  

て精神保健福祉援助実習に取り組むことがで  

きるという観点から論述する。つまり、実習  

生のエンパワーメントによる実習生の支援を  

見てゆく。  

1．相談方法の多様化による実習生支援   

実習生は様々な困難に対処しながらも悩み  

を抱えて、慣れない環境で実習を無事に修了  

する必要がある。この時に、実習生が自分の  

抱えている困雉な問題や悩みなどについての  

2．実習生と実習担当教員との信頼関係の   

構築   

実習生と実習担当教員との問に配属実習前  

に信頼関係を作る必要がある。  
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困ったときに誰に相談するかという問題は、  

相談する側の立場に立たないとわからないも  

のである。相談しやすい環境の作り方として  

は、例えば、教員がソーシャルワーク実践を  

得意とすれば、精神保健福祉援助実習の事前  

指導や精神保健福祉援助演習においてロール  

プレイを活用する方法がある。   

教員と実習生とのロールプレイはスーパー  

ビジョンの基礎的関係となる。つまり、この  

ロールプレイは、教員が共感的受容的態度に  

よる傾聴をすることで、受容体験によって自  

己開示をしやすくなる。これは、言うまでも  

なく実習生が教員に相談するというスーパー  

ビジョン体験の基礎的な関係といえる。さら  

に、実習生同士のロールプレイを行うことに  

よって、実習生同士でも相互に支援するとい  

う関係が育成される。   

4．ボランティア体験による実習生のエン  

パワーメント   

実習を成功させるコツは、早い時期から精  

神保健福祉施設でボランティアなどして、配  

属実習前に利用者との関わりを通して、実習  

生がエンパワーメントされることが大きい。   

ボランティアは、利用者などとの対人関係  

も経験できるので、実習初期に生じやすい実  

習ショックが軽減できる。   

実習ショックとは、実習生が過去の体験学  

習によって得たことや自分の価値観などを心  

理的に揺らす体験であり、実習生にはそのこ  

とがトラウマになる実習生も出てくる。実習  

によるトラウマは、実習後に自分の実習経験  

について極力触れないようにしたり、あるい  

は、精神保健福祉士への就労は向いていない  

と極端な言動をする場合もある。また、例え  

ば精神科病院での実習がうまくいかないと、  

その反動形成として、精神科病院に強いこだ  

わりをもって就職活動をする実習生もいる。  

これは精神保健福祉施設での就労で、そのト  

ラウマを補償するという健全な心理機制であ  

るという立場を筆者は取りたい。実習生の表  

情は無くなり、精神保健福祉関係の授業の欠  

席や遅刻などが目立つようになる。また、実  

習生によっては、激しい価値観の揺れを感じ  

たり、利用者との人間関係のなかで心理的距  

離が適切に取れなかったり、自分が何もでき  

ないという無力感をもち、実習事後指導によ  

って実習生の自己受容を図ることで、心理的  

な健康を取り戻す場合が多い。   

この実習ショックを予防する方法について  

見てゆく。実習前にボランティアに行くこと  

で、このようなショックを受けても、時間を  

かけて順応することができる。ボランティア  

であると、評価されることが無いことから、  

自分の対処能力を自由に使って適応すること  

ができやすい。しかし、実習であると、精神  

3．ピアグループによる相互支援   

ピアグループの育成による実習生の相互支  

援について見てみる。実習生の中には、実習  

中の悩みを友人などに相談しながら無事に実  

習を終える場合が多い。こうした背景を踏ま  

えて、実習生のピアグループ育成による支援  

が必要である。   

前述した携帯電話やメールによる相談は、  

実習生同士では頻繁に行われている。こうし  

た関係はピアグループによる相互支援が育成  

されて初めて可能となる。   

ピアグループの育成には、前述した精神保  

健福祉援助演習での人間関係作りによるグル  

ーピングを促進することが効果的である。   

さらに、精神保健福祉授助実習報告会にお  

ける相互の協力が相互の信頼関係を高め、そ  

の後、国家試験対策についてもグループで行  

う様子が見られる。  
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保健福祉士としてどのように行動すればいい  

かという、自分が未知の行動様式を求められ  

ることと、それが評価されることにより、萎  

縮して本来の能力が生かせないということが  

ある。こうしたことを踏まえて、実習前にボ  

ランティアで、利用者との関わりができたと  

いう成功体験ができると、実習生が自信も持  

つことになり、実習時に自信として生かされ  

る。   

こうした体験を踏まえて、次のことを明確  

化することが望ましい。まず、「私にとって  

の精神保健福祉士」とは何かなど、精神保健  

福祉士の資格取得の動機について言語化した  

い。次に「精神保健福祉士としての適性や資  

質」などについての自己洞察も深めておきた  

い。   

標を達成していると言えよう。   

出身地による実習は、実習指導者に後進育  

成という点で、より充実した実習指導となる  

だけでなく、実習生自身も、地元と言うこと  

で、慣れ親しんだ環境での実習であり、その  

地域の特殊性も踏まえた実習となる。   

精神保健福祉施設の就職採用においては、  

実習生の中からの採用率が極めて高く、実習  

が就職活動と言える状況がある。よって、実  

習中に、実習生の資質や素質が発揮できるよ  

うな実習生支援が必要となることは言うまで  

もない。   

5．2実習生支援のシステム化   

ここでは、実習生支援のシステム化として、  

大学の行事として行いながら、実習担当関係  

者の相互理解、情報交換などについて概観す  

る。特に、実習報告会は、実習指導者も参加  

することで、実習生の実習成果を実習施設な  

どに情報開示することでもあり、実習生の成  

長が見られる。  

5．出身地での実習   

当初、精神保健福祉援助実習は270時間  

（6週間）を8月の夏期休暇中から集中で実  

施していた。2年目から、実習生の負担も高  

いことを踏まえ、学内での実習事前指導を充  

実し、開講時期に配属実習を行う方式として、  

180時間（22．5日、4週間）の法定実習とし  

て、現在に至っている。   

また、実習施設については、初年度は大学  

近郊の指定施設だけに限定していた。しかし、  

4年次の社会福祉援助技術現場実習2の応用  

実習による実習施設の開拓経験を踏まえて、  

2年目からは学生の自己開拓による実習施設  

での実習も認めることにした。   

この2年目からの実習の変革によって、実  

習学生の九州・沖縄・山口など各県出身者  

が、出身地の精神保健福祉施設での実習によ  

り、実習施設または出身地での就職が確実と  

なり、精神保健福祉施設や一般病院などにソ  

ーシャルワーカーとして就労という成果が上  

がっている。専門職養成としての本学科の目  

1．実習事前指導における実習事前指導講  

師   

まず実習事前指導の講師として、配属先の  

実習指導者を招聴する。   

実習生が直に実習指導者の考えや仕事ぶり  

を理解し、精神保健福祉士についての具体的  

なイメージができやすくなる。実習指導者の  

話を聞いて、配属実習先を変える実習生、夏  

期休暇中に自己実習として行く実習生もお  

り、人と人が直接に会うことの意義の大きさ  

が実感される。   

2精神保健福祉援助実習報告会   

次に、精神保健福祉実習報告会を開催して、  

次年度以降の実習生候補者も実習指導者と交  

流できるようにする。配属実習からの問題と  
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して、実習生の教育がどのようになっている  

かを問われる場合があるが、多様な実習生が  

いることを伝えできる機会となる。他の実習  

生の報告を聞くことで、実習指導にさらなる  

工夫をする実習指導者もいる。実習報告会で  

は、実習生が利用者との実際のコミュニケー  

ションを逐語記録に起こしたものを報告する  

課題を与えている。   

て学生が、実習中に対人援助職として十分機  

能できるように教育することは不可欠であ  

る。  

謝辞   

精神保健福祉援助実習は、1期生は後藤秀  

昭先生、2期生からは永田俊明先生との共同  

で行ってきた。さらに、佐藤林正学科長をは  

じめ社会福祉授助技術現場実習担当教員の諸  

先生方のご支援によって実習生が無事に実習  

を終えている。諸先生のご尽力に感謝申し上  

げます。  

3．精神保健福祉実習連絡協議会   

最後に精神保健福祉実習連絡協議会を開催  

して、実習指導者から、その年度の実習生の  

課題、実習指導上の課題などに話し合い、実  

習指導者と実習教員との連携が図れるように  

したい。これは、現在は社会福祉援助技術現  

場実習連絡協議会との共同で実施している。  
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6。おわりに   

実習生は、慣れない環境のなかで、誰も自  

分を支援してくれないと思いこみ、目の前の  

悩みに心を奪われて、「自分は駄目だ」と悲  

観的になりやすい。   

悩みだけでなく、失敗を乗り越えてこそ、  

専門職として一人前になってゆくものであ  

り、「人生は山あり谷あり」という苦難を体  

験し成長する過程について、実習指導者や実  

習教員が自分の体験などを交えた話し合いを  

するだけでも、実習生は気分が楽になる。実  

習生は長期的な見方をもつことで、自分が悩  

みを抱えながら専門職として工夫しながら成  

長するという視座をえることで、苦難がある  

道も歩み出せるようになる。そのためにも、  

実習生支授のあり方を工夫することが、実習  

担当教員の役割だと思われる。   

最後に、精神保健福祉援助演習が通年で1  

コマであり、1年間の演習では限界がある。  

社会福祉援助技術演習が通年2コマとなった  

ように、ロールプレイなど実践的演習によっ  
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ReseaでehonSupport払でStudentsi‡lpSyChiatどieSoeiallⅣork野呈eld伊野為etieum  

臨oiehi朋ASUM瓦甘SU  

Abstract   

ThisarticlediscussesthesupportforstudentstakingthecourseinPsychiatricSocialWork  

Practicumcourse．Genel．a11y，StudentshavemanylSSueSandconcernsduringfieldworkperiod  

includingfieldwoi、kinpsychiatricsocialworkplacement，nationalexamination，jobhuntlng，  

and preparationfol◆graduationthesis．Afterclarifyingthetasksanddilemmadul・ingfield  

PraCticum，thisarticle examinesthesafbty－netS？measures？tohelpthestudentscopewith  

theirproblems．First，itisimportanttoempowerstudentsthroughconsultationemploylrlg  

Variousmeansofcommunicationsuchasportablephoneand／orelectronicmail．Second，  

VOlunteerexperiencesbeforefieldworkwasfoundtobehelpfulforstudents tobecome  

familial．Withmentalhospltalsorrehabilitationfacilitiesaswellaswithpatients．Finally，this  

articlepointsoutthatitiscrucialtosystematizepelformancereviewmeetingsofstudentsafter  

fieldworkandconsultationwithfieldinstructor，Whichcanstrengthentherelationshipbetween  

thefieldinstructorandfieldliaisoninuniversity．ThisstruCtureinvoIvingahighdegreeof  

COOPerationbetweentheparticIPatingunitswillprovidethe students withmuchsupport  

requiredduringthefieldwork．  

鑑eyword：PsychiatricSocialWorkFieldPracticum，emPOWerment，Studentsupport  
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